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木
村
長
門
守
重
成
公 

ー 

大
坂
之
陣
の
若
桜 

ー  
 
 

 

 

一
、
は
じ
め
に
～
蓮
城
寺
の
由
緒
と
木
村
重
成
公
～ 

 

▽
こ
の
お
寺
は
、
妙
法
山 

蓮
城
寺( 

れ
ん
じ
ょ
う
じ)

と
い
い
、
日
蓮
宗
（
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
）
に

所
属
し
ま
す
。
は
じ
ま
り
は
天
平
年
間
（729

～749

）
に
さ
か
の
ぼ
り
、
こ
の
土
地
に
は
氏
寺
・
若
江
寺

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
比
叡
山
延
暦
寺
第
十
三
代
座
主
尊
意
僧
正
が
若
江
寺
に
寄

宿
し
た
こ
と
が
伝
記
『
尊
意
贈
僧
正
伝
』
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
天
台
宗
系
寺
院
と
し
て
、

ま
た
現
在
隣
接
す
る
若
江
鏡
神
社
の
神
宮
寺
と
し
て
栄
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

そ
の
後
い
つ
し
か
若
江
寺
は
衰
退
し
消
滅
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
南
北
朝
時
代
に
は
当
地
に
若
江
城
が

築
か
れ
、
永
禄
年
間
（1558

～1569

）
に
は
若
江
城
主
三
好
義
継
公
の
菩
提
を
弔
う
香
火
寺
と
し
て
興
隆

し
て
い
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
天
正
元
年
（1575

）
の
織
田
信
長
公
に
よ
る
若
江
城
落
城
に
は

若
江
寺
も
無
住
状
態
と
な
り
、
こ
と
に
慶
長
二
十
年
（1615

）
の
大
坂
夏
之
陣
に
は
、
木
村
長
門
守
重
成

公
の
本
陣
が
近
く
に
構
え
ら
れ
、
当
地
は
戦
場
と
化
し
ま
し
た
。
特
に
若
江
の
戦
い
の
時
は
隣
が
神
社
な

の
で
、
お
堂
の
近
辺
に
重
成
公
の
首
を
一
時
置
い
て
干
し
た
（
血
抜
き
？
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
宗
派
の
遊
行
僧
が
再
興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

  

元
禄
六
年
（1693

）
現
在
の
京
都
市
左
京
区
に
あ
る
日
蓮
宗
本
山
頂
妙
寺
第
十
四
世
お
よ
び
千
葉
県
市

川
市
に
あ
る
日
蓮
宗
大
本
山
中
山
法
華
経
寺
第
三
十
九
世
に
な
ら
れ
た
蓮
性
院
日
相
上
人
が
隠
居
す
る

に
際
し
、
当
地
の
因
縁
と
若
江
寺
の
由
来
を
惜
し
ん
で
私
財
を
投
じ
、
堂
宇
を
建
立
し
て
復
興
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
時
に
寺
号
を
蓮
城
寺
に
改
め
、
以
後
日
蓮
宗
寺
院
と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。 

  

境
内
地
に
は
、
日
蓮
聖
人
生
誕
七
百
五
十
年
を
慶
讃
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
に
建
立
し
た
鉄
筋
建
て
の

本
堂
、
明
治
時
代
霊
験
顕
著
な
こ
と
で
近
在
の
人
々
の
信
仰
を
あ
つ
め
た
当
山
十
二
世
真
光
院
日
養
法
尼

建
立
の
妙
見
堂
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
門
を
入
っ
て
右
脇
の
位
牌
堂
に
は
大
坂
夏
之
陣
木
村
重
成
公
の

位
牌
を
安
置
し
、
そ
の
霊
牌
所
と
し
て
有
名
で
す
。
通
称
、
宮
寺
（
み
や
て
ら
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

※ 

蓮
城
寺
が
木
村
重
成
公
の
菩
提
寺
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
記
事
等
が
あ
り
ま
す
が
、
蓮
城
寺
は
木
村
重
成
公
の
菩
提
寺
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
、
木
村
重
成
公
と
は
？ 

 
 １

、
大
坂
の
陣
（
１
６
１
４
～
１
６
１
５
）
の
時
、
豊
臣
側
の
武
将
。 

大
坂
城
に
立
て
籠
も
っ
た
七
人
衆
の
一
人 

❶
真
田
信
繁
（
幸
村
）
❷
毛
利
勝
永 

❸
長
宗
我
部
盛
親 

以
上
三
人
は
元
大
名 

➍
後
藤
又
兵
衛 

❺
明
石
全
登(

て
る
ず
み) 

上
記
五
人
が
（
牢
人
）
五
人
衆 

 
 
 

❻
大
野
治
房 

❼
木
村
重
成 

以
上
七
人
衆 

二
人
は
豊
臣
家
譜
代
の
家
臣 

最
後
ま
で
大
坂
城
に
籠
城
し
た
の
は
、
豊
臣
秀
頼
・
淀
君
（
茶
々
）・
大
野
治
長
の
三
人 

 

２
、
一
般
的
に
有
名
な
話
し 

①
戦
前
の
『
尋
常
小
學
修
身
書
』
現
在
の
小
学
校
３
年
生
ぐ
ら
い
の
教
科
書 
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立
派
な
人
物
の
逸
話
集
と
し
て→

木
村
重
成
は
勇
気
と
堪
忍 

の
話
し 

茶
坊
主
の
話
し
。 

②
大
坂
冬
の
陣
の
時
の
堀
を
埋
め
る
交
渉→

家
康
に
和
睦
の
血
判
誓
書
を
も
ら
う
。 

③
大
坂
夏
の
陣
の
時
の
若
江
の
戦
い→

甲
冑
に
お
香
を
焚
い
て
い
た
。 

 

▽
「
真
田
幸
村
が
大
坂
の
陣
の
華
な
ら
ば
、
木
村
重
成
は
花
で
あ
り 

若
桜
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
」
永
岡
慶
之
助
著
『
大
坂
の
陣
人
物
伝
』
よ
り 

※
小
和
田
哲
男
著
『
新
・
日
本
武
将
１
０
０
選
』
の
９
９
人
目 

と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
１

人
目
は
坂
上
田
村
麻
呂 
最
後
の
１
０
０
人
目
は
天
草
四
郎 

※
長
門
守
の
〇
〇
守
（
か
み
）
名
は
、
朝
廷
か
ら
の
正
式
任
官
で
は
な
し
に
、
勝
手
に
付
け
た
「
僭
称
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
戦
国
時
代
は
殆
ど
僭
称
で
、
地
名
と
全
く
関
係
な
く
箔
付
け
の
為
に
名
付
け
た
。 

 

三
、
出
生
の
諸
説
と
人
物
像 

 

１
、
出
生
の
諸
説 

▽
文
禄
二
年
（
１
５
９
３
年
）
生
れ
？ 

慶
長
二
十
年
（
１
６
１
５
年
）
五
月
六
日
没 

享
年
二
十
三
歳 

生
誕
地
は
、
お
も
に
、 

①
近
江
国
坂
田
郡
馬
渕
村
の
生
れ
。 

②
紀
伊
生
れ
。
雑
賀
衆
出
身
か
？ 

 

③
日
向
国
（
宮
崎
県
）
佐
土
原
生
れ
？ 

 

の
三
説
。
そ
の
他
諸
説
も
あ
り
。 

▽
父
は
木
村
常
陸
介
重
茲
（
し
げ
こ
れ
）。 

 

▽
母
は
秀
頼
の
乳
母
（
め
の
と
、
う
ば
）・
宮
内
卿
局
も
し
く
は
右
京
太
夫
局
。 

※
現
在
は
木
村
重
茲
の
養
子
で
あ
る
説
が
有
力
。
秀
次
謀
叛
事
件
の
時
、
重
茲
は
茨
木
市
大
門
寺
で
切
腹
。

子
供
（
義
兄
）
は
木
村
志
摩
守
で
同
じ
く
自
刃
も
し
く
は
斬
首
。 

▽
実
父
は
、
近
江
国
佐
々
木
源
氏
の
血
を
引
く
、
佐
々
木
三
郎
佐
衛
門
で
、
六
角
家
の
家
臣
。
一
旦
紀
伊

に
隠
棲
か
？
秀
頼
の
乳
母
を
探
す
こ
と
を
聞
い
て
、
木
村
重
茲
に
重
成
を
養
子
に
し
て
、
母
・
宮
内
卿
局

は
乳
母
と
し
て
大
坂
城
へ
出
仕
。
そ
の
間
に
実
父
・
佐
々
木
三
郎
佐
衛
門
は
死
去
し
た
？ 

実
母
と
重
成
公
は
秀
次
事
件
で
一
旦
は
六
角
義
郷
を
頼
っ
て
近
江
国
坂
田
群
馬
渕
村
に
逃
れ
る
。 

 

２
、
人
物
像 

▽
聡
明
で
、
物
静
か
、
物
腰
も
柔
ら
か
く
一
説
に
は
声
を
荒
げ
て
怒
っ
た
と
こ
ろ
を
み
た
こ
と
が
な
い
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
人
物
。
身
長
も
大
変
高
く
、
体
格
も
が
っ
ち
り
し
て
い
る
。
顔
は
色
白
で
眉
は
黒
々
と

し
て
お
り
、
目
は
キ
リ
リ
と
し
て
い
る
な
ど
。
類
い
希
な
気
品
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、
刀
、
槍
、
馬
術
な

ど
の
武
術
に
も
大
変
優
れ
た
武
将
。
乳
兄
弟
で
も
あ
っ
た
秀
頼
に
対
し
て
の
、
忠
誠
の
高
さ
も
あ
り
若
い

な
が
ら
も
豊
臣
家
に
と
っ
て
は
重
要
な
人
物
。「
戦
国
最
後
の
美
将
」、「
血
染
め
の
美
将
」
※
女
装
と
も
？ 

 

四
、
子
孫
及
び
そ
の
所
属
宗
派
と
墓
所 

 

▽
正
室
は
青
柳
？ 

側
室
は
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、 

子
孫
を
名
乗
る
家
系
が
多
方
面
に
わ
た
り
、
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
居
た
の
は
確
実
。 

▽
父
・
木
村
重
重
茲
の
菩
提
寺
（
墓
）
は
茨
木
市
大
門
寺
＝
真
言
宗
御
室
派 
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１
、
子
孫
及
び
そ
の
所
属
宗
派 

①
東
大
阪
市
在
住
説…

遺
児
・
門
十
郎
の
子
孫 

 

東
大
阪
市
吉
原
西
光
寺
＝
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
西
光
寺
伝
に
よ
る
と
、
近
江
源
氏
ゆ
か
り
の
近
江
観
音
寺
城
佐
々
木
左
右
衛
門
尉
重
綱
が
、
若
江
城
か

ら
始
ま
っ
た
応
仁
の
乱
以
後
の
戦
国
時
代
、
落
城
と
と
も
に
７
人
の
武
将
と
共
に
こ
の
地
に
来
た
。
吉
原

が
七
軒
屋
（
九
軒
屋
と
い
う
説
も
あ
る
）
と
も
い
わ
れ
た
の
は
こ
の
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
重
綱
は
藤

井
弥
惣
太
と
改
め
、
蓮
如
上
人
に
帰
依
し
正
善
と
号
し
た
。
永
正
６
年
（
１
５
０
９
）
に
西
光
寺
を
開
基

し
た
。―

中
略―

そ
の
木
村
重
成
は
近
江
観
音
寺
城
、
佐
々
木
氏
と
縁
が
あ
り
、
親
戚
で
あ
っ
た
藤
井
氏

に
以
前
に
姉
が
身
を
寄
せ
て
お
り
、
出
陣
直
前
、
遺
児
・
門
十
郎
を
預
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
門
十
郎
は

藤
井
氏
の
養
子
と
な
っ
た
と
、
本
堂
屋
根
裏
の
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
〈
古
文
書
〉
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。」
ま
た
そ
の
時(

慶
長
二
十
年
五
月
二
日)

に
重
成
公
は
武
具
や
蒔
絵
、
硯
箱
等
を
形
見
と
し
て
大

坂
城
か
ら
藤
井
氏
に
送
っ
た
資
料
が
あ
る
。
木
村
美
惠
子
著
〈
希
望
は
達
せ
ら
れ
た
〉
よ
り 

②
仙
台
市
在
住
説…

北
原
山
正
楽
寺
＝
浄
土
真
宗 

正
楽
寺
に
は
、
重
成
公
の
室
・
妙
意
と
曾
孫
の
智
鏡
信
尼
の
墓
が
あ
る
。
青
柳
と
妙
意
の
関
係
は
不
明
。 

妙
意
は
丹
波
守
京
極
高
国
の
乳
母
で
一
五
六
五
年
難
波
生
れ
。
一
六
〇
七
年
頃
重
成
公
に
嫁
ぐ
。
二
子
を

生
む
。
嫡
男
は
備
前
池
田
忠
雄
の
近
臣
。
一
六
六
六
年
、
丹
後
か
ら
京
極
高
国
領
地
没
収
に
よ
り
、
妙
意

も
盛
岡
に
住
む
。
そ
の
後
仙
台
に
移
る
。
以
下
省
略 

※
『
木
村
長
門
守
重
成
室
妙
意
と
曾
孫
智
鏡
信
尼
』『
道
之
芝
露
』
に
詳
し
い
家
系
図
と
解
説
が
あ
る
。 

③
伊
達
政
宗
の
関
係
で
子
孫
は
東
北
地
方
に
か
な
り
多
い
。
秋
田
県
湯
沢
市
の
木
村
酒
造
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
家
系
図
ま
で
載
っ
て
い
る
。 

④
同
じ
く
妙
意
の
関
係
で
江
戸
に
移
り
、
現
在
東
京
、
神
奈
川
に
子
孫
多
い
。
宗
派
は
天
台
宗
や
臨
済
宗 

⑤
現
在
の
近
江
八
幡
市
馬
渕
町
近
郊
に
在
住…

六
角
（
佐
々
木
）
義
郷
の
関
係
で
？
宗
派
不
明
。 

⑥
岡
山
県
備
前
か
ら
四
国
に
渡
り
、
吹
田
市
在
住
の
国
際
画
家
・
木
村
美
惠
子
氏 

浄
土
真
宗
仏
光
寺
派 

⑦
福
岡
県
飯
塚
市
在
住…

キ
ャ
ス
タ
ー
の
木
村
太
郎
氏
及
び
親
族 

※
『
産
経
新
聞
夕
刊
』
平
成
２
７
年
７
月
７
日
号
・
大
坂
の
陣
四
百
年
「
家
康
感
服 
比
類
な
き
美
学
」 

⑧
福
岡
、
宮
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
（
島
津
藩
の
関
係
）
等
、
九
州
に
も
子
孫
を
名
乗
る
家
系
が
多
い
。 

⑨
山
梨
県
甲
府
市
要
法
寺
に
子
孫
の
墓
あ
り
。
徳
川
秀
忠
公
の
四
男
保
科
正
之
の
関
係
。
日
蓮
宗 

 

２
、
墓
所 

①
滋
賀
県
彦
根
市
浄
土
宗
・
宗
安
寺
（
元
禄
年
間
は
塔
頭
四
ヶ
寺
を
有
し
中
本
山
格
の
寺
院
）
に
首
を
葬

っ
た
墓
が
あ
る
。
宗
安
寺
は
彦
根
城
初
代
藩
主
・
井
伊
直
政
公
の
菩
提
寺
。
家
康
公
尊
牌
奉
安
所
。 
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②
八
尾
市
幸
町
六
丁
目
に
あ
る
木
村
重
成
公
墓
地…

大
阪
府
指
定
文
化
財 

 
 

 

「
大
坂
夏
の
陣
で
戦
死
し
た
重
成
の
墓
は
、
も
と
は
こ
こ
か
ら
東
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
っ
た
が
、 

昭
和
四
二
年
第
二
寝
屋
川
の
開
削
工
事
に
よ
り
、
そ
の
川
筋
に
あ
っ
た
の
で
こ
こ
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
墓

は
、
宝
暦
一
四
年
（
一
七
六
四
）
重
成
の
一
五
〇
回
忌
に
あ
た
っ
て
、
重
成
の
首
を
落
と
し
た
安
藤
長
三

郎
の
子
孫
で
、
彦
根
藩
士
安
藤
次
輝
が
建
て
た
も
の
で,
昭
和
一
四
年
大
阪
府
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。」 

※
以
前
、
蓮
城
寺
に
来
ら
れ
た
井
伊
家
の
子
孫
の
方
は
「
井
伊
家
が
明
治
ま
で
栄
え
た
の
は
、
重
成
公
の

首
を
頂
い
た
か
ら
で
あ
り
、「
い
つ
か
は
八
尾
市
の
胴
体
の
墓
と
首
の
墓
を
一
緒
に
し
た
い
」
云
々
。 

③
宮
城
県
石
巻
市
日
和
山
公
園
の
一
角
に
、
伊
達
政
宗
等
が
首
か
ら
下
胴
体
を
持
ち
帰
っ
て
埋
葬
し
た
？ 

 

五
、
大
坂
之
陣
に
お
け
る
活
躍 

 

１
、
冬
之
陣 

◇
鴫
野
・
今
福
の
戦
い
・
図
❶ 

▽
慶
長
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
朝
、
徳
川
方
秋
田
城
主
・
佐
竹
義
信
が
大
和
川
北
側
の
今
福
の
堤
の
柵

を
破
り
、
攻
撃
を
か
け
た
に
始
ま
る
。
重
成
公
が
応
戦
し
、
佐
竹
隊
を
押
し
戻
し
た
が
、
大
和
川
南
側
の

鴫
野
に
居
た
徳
川
方
・
上
杉
景
勝
隊
に
側
面
か
ら
射
撃
を
受
け
て
立
ち
往
生
。
そ
れ
を
見
て
い
た
豊
臣

方
・
後
藤
又
兵
衛
が
助
け
に
行
く
。
ま
た
、
豊
臣
方
・
大
野
治
長
隊
も
駆
け
つ
け
る
。
戦
死
者
両
軍
六
百

名
以
上
と
も
。
特
に
佐
竹
隊
の
重
臣
が
多
く
戦
死
。
冬
の
陣
唯
一
の
最
大
野
戦
。
尚
、
重
成
公
は
初
陣
。 

▽
慶
長
十
九
年
十
二
月
四
日 

有
名
な
真
田
丸
の
戦
い
・
図
❷ 

 

２
、
和
睦
調
印
式 

▽
血
判
誓
書→

調
印
式
の
時
、
豊
臣
方
の
使
者
と
し
て
家
康
が
本
陣
と
し
た
茶
臼
山
で
誓
書
を
受
け
た
時
、

「
血
判
が
薄
く
見
え
か
ね
ま
す
」
と
突
き
返
し
、
再
度
家
康
に
血
判
を
押
し
直
さ
せ
た
伝
説
。 

▽
『
大
坂
冬
陣
記
』
で
は
、
二
回
調
印
式
が
行
わ
れ
、
一
度
目
は
常
高
院
ほ
か
二
名
の
女
性
が
家
康
の
元

へ
。
二
度
目
に
、
重
成
公
ほ
か
一
名
が
、
徳
川
秀
忠
に
血
判
書
を
も
ら
っ
た
。
一
説
に
は
二
条
城
で
。 

 

３
、
夏
之
陣 

◇
八
尾
・
若
江
の
戦
い
・
図
❸ 



 

 

 

 

5 

 
▽
慶
長
二
十
年
五
月
六
日 

目
的
は
星
田
か
ら
生
駒
山
東
面
を
縦
走
す
る
徳
川
方
の
側
面
を
攻
め
、
秀
忠

の
首
を
取
る
た
め
。
八
尾
は
長
宗
我
部
盛
親
隊
と
藤
堂
高
虎
隊
が
激
突
。
藤
堂
隊
の
右
翼
と
木
村
隊
が
激

突
し
、
壊
滅
さ
せ
る
も
、
後
ろ
の
井
伊
直
孝
隊
と
続
け
て
戦
う
。
最
期
は
井
伊
隊
の
先
方
庵
原
朝
昌
と
一

騎
討
ち
・
図
❹
。
そ
の
首
を
安
藤
長
三
郎
が
貰
う
。
井
伊
直
孝
が
家
康
に
差
し
出
し
、
首
実
検
。 

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

※
重
成
公
辞
世
の
句
「
五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
や 

啼
（
な
）
い
て
今
夜
は 

不
如
帰
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
」 

 図 ❶ wikipediaより 

 
図 ❸ wikipediaより 

 

図 ❷ wikipediaより 

 

図 ❹ 藤舎呂雪「大坂落城之図 木村長門守 藤堂和泉守」より 
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六
、
没
後
の
時
代
別
評
価 

 

▽
首
実
検
の
時
、
兜
の
緒
の
結
び
を
短
く
切
っ
て
外
れ
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
外
す
と
兜
と
髪
か
ら
お
香

（
伽
羅
）
が
漂
っ
た
。
家
康
は
そ
の
比
類
な
き
武
士
の
嗜
み
に
感
嘆
し
た
の
は
ほ
ぼ
事
実
。 

▽
重
成
公
は
美
貌
で
勇
敢
な
主
人
公
と
し
て
江
戸
時
代
中
期
に
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
登
場
。
明
治
時
代
末

期
か
ら
昭
和
１
０
年
代
に
か
け
て
芝
居
や
無
声
映
画
（
小
阪
に
在
っ
た
帝
国
キ
ネ
マ
制
作
・
市
川
百
々
之

助
主
演
「
木
村
長
門
守
」）
も
制
作
さ
れ
る
。 

▽
戦
前
の
修
身
の
教
育
で
茶
坊
主
の
話
し
「
な
ら
ぬ
堪
忍
、
す
る
が
堪
忍
」
の
教
訓 

▽
戦
後
は
戦
前
の
反
動
で
主
役
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ
無
し
。 

※
戦
後
木
村
重
成
を
演
じ
た
有
名
俳
優 

・
若
山
富
三
郎
（31

）「
あ
ら
く
れ
大
名
」（1960

・
東
映
） 

・
梅
宮
辰
夫
（26

）「
そ
れ
か
ら
の
武
蔵
」

（1964

・MBS

） 

・
北
大
路
欣
也
（23
）「
真
田
幸
村
」（1966

・TBS

） 

・
細
川
俊
之
（30

）「
大
坂

城
の
女
」（1970

・KTV

） 

※
最
近
の
大
河
ド
ラ
マ
で
の
木
村
重
成
役 

・
井
上
倫
宏
「
真
田
太
平
記
」 

・
畠
中
洋
「
葵
三
代
」 

・
白
石
隼
也
「
真
田
丸
」（2016

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
） 

▽
最
近
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
※
白
駒
妃
登
美
著
『
感
動
す
る
！
日
本
史
』―

命
以
上
に
大
事
な
も
の
ー 

 

七
、
む
す
び
に 

 

▽
東
大
阪
市
観
光
協
会
主
催
・
大
坂
夏
の
陣―

若
江
の
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
に
て
パ
ネ
ラ
ー
〔
大
坂
夏
の
陣

に
関
す
る
若
江
の
い
い
つ
た
え
〕 

ー
平
成
２
６
年
６
月
７
日
・
大
坂
商
業
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
蒼
天
に
於
て
ー 

「
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
方
が
徳
川
方
に
敗
れ
、
無
念
の
思
い
で
殺
さ
れ
た
豊
臣
方
の
武
士
が
成
仏
で
き
ず

古
戦
場
の
火
と
な
り
、
戦
場
と
な
っ
た
河
内
国
若
江
を
漂
う
よ
う
に
な
っ
た
。
若
江
の
農
民
が
田
ん
ぼ
の

上
に
鬼
火
が
数
個
固
ま
り
、
現
れ
た
り
消
え
た
り
を
繰
り
返
し
て
移
動
し
、
何
か
を
探
し
て
う
ろ
つ
き
回

っ
て
い
る
よ
う
だ
。」
江
戸
時
代
の
怪
談
集
『
宿
直
（
と
の
い
）
草 

ー
戦
場
の
後
火
燃
ゆ
る
事
ー
』 

▽
八
尾
・
若
江
の
戦
で
の
戦
死
者
約
１
４
０
０
名
程
と
も 

◇
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
と
て
も
凄
惨
で
あ
り
、
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
多
く
の

人
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
映
画
や
ド
ラ
マ
と
は
違
い
ま
す
。 

〇
敵
味
方
関
係
な
く
一
切
の
戦
没
者
を
供
養
す
る
の
が
、
仏
教
の
立
場
で
す
。
仏
教
で
は
「
怨
親
平
等
（
お

ん
し
ん
び
ょ
う
ど
う
）」
と
云
い
ま
す
。 

◎
先
の
『
大
坂
の
陣
人
物
伝
』
に
も
あ
る
「
若
桜
」「
水
仙
花
」「
背
丈
高
く
面
立
ち
気
品
の
あ
る
美
丈
夫
」

又
「
沈
勇
の
士
」「
血
染
め
の
美
将
」「
絶
世
の
美
男
子
」
等
々
。
首
実
験
の
時
徳
川
家
康
に
「
こ
れ
こ
そ

が
武
士
の
鑑
」
と
言
わ
し
め
た
重
成
公
は
間
違
い
な
く
身
心
と
も
に
日
本
一
の
イ
ケ
メ
ン
武
将
だ
ろ
う
。 

戦
国
イ
ケ
メ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
が
意
外
に
低
い
の
で
、
み
ん
な
で
評
価
を
あ
げ
よ
う
！
！ 

    
 
 
 
 

 

小林 秀恒 「大日本雄弁会講談社」表紙より 

小山栄達「木村長門出陣」より 

「信長の野望 ～俺たちの戦国～ 公式Twitter」より 



 

 

 

 

7 

贈
正
位
木
村
長
門
守
重
成
公
事
蹟
略 

 
 

長
門
守
重
成
公
は 

木
村
常
陸
介
重
茲(

し
げ
こ
れ
、
も
し
く
は
し
げ
と
し)

の
子
。
母
氏
は
右

京
太
夫
局
な
り
。
重
茲 

関
白
秀
次
公
の
事
に
座
し
て
罪
を
得 

自
盡
す
る
や
重
成

未
だ
襁
褓

き
ょ
う
ぼ

の
中
に
在
り
。
其
の
乳
母 

抱
い
て
近
江
に

匿
か
く
ま

る
。
長
す
る
の
後 

豊

臣
秀
頼
公
に
仕
え
長
門
守
と
称
す
。
威
名
あ
り 

秀
頼
公
深
く
之
れ
を
恃た

の

む
。 

慶
長
十
九
年
大
坂
冬
の
陣
の
起
こ
る
に
及
び 

重
成
一
方
の
将
と
し
て
上
杉
景
勝 

佐
竹
義
宣
と
奮
戦
し
て
軍
功
著
し 

和
議
成
る
の
後 

秀
頼
公
の
命
を
奉
じ 

使

者
と
し
て
単
身
徳
川
家
康
公
の
軍
営
に
到
る
。
挙
止
端
正
に
し
て
進
退
度
あ
り
。

環
列
の
諸
将 

悉 み

な
之
れ
を
頌
す
。翌
年
又
夏
の
陣
の
起
る
や
重
成 

兵
四
千
七
百

を
率
い
て
若
江
に
出
で 

藤
堂
高
虎
の
右
翼
隊
と
戦
い
て
大
に
之
れ
を
破
り 

其

の
将
藤
堂
新
七
を
得 

進
ん
で
玉
串
川
の
堤
に
迫
ら
ん
と
す
時
に 

井
伊
直
孝
の

高
安
を
発
し
道
明
寺
に
赴
か
ん
と
す
る
に
会
し 
重
成
手
兵
を
堤
げ
て
奮
闘
力
戦

勢
當
る
可
か
ら
ず 

井
伊
隊
為
に
風
靡
す
る
こ
と
数
回 
重
成
必
死
を
期
し
馬
を

馳
せ
て
直
孝
の
陣
を
突
く
。
直
孝
麾
下

き

か

の
老
将
庵
原
助
佐
衛
門 

長
槍
を
揮 ふ

る

っ
て

之
れ
と
渡
り 

遂
に
重
成
其
の
手
に
討 う

た
る
。
安
藤
長
三
郎 

重
成
の
首
を
馘 か

く

す
。

重
成
時
に
年
二
十
一
。 

重
成
若
年
軍
略
に
長
じ 

事
に
當
っ
て 

沈
毅
剛
膽

ち
ん
き
ご
う
た
ん 

老
成
の
風
あ
り
。
容
姿
淡
麗

に
し
て
典
雅
の
襟
度

き

ん

ど

を
備
う
。
此
の
戦
初
め
よ
り
生
還
を
期
せ
ず
。
出
陣
に
際
し

甲
冑
の
下
に
母
の
小
袖
を
着
し 

頭
髪
に
伽
羅

き

ゃ

ら

を
炊(

漢
字
は
火
偏
に
主)

き
込
め

し
が
故
に 

首
実
験
に
當
り
香
気
馥
郁

ふ
く
い
く

た
り
。
家
康
公
深
く
嘆
賞
す
と
い
う
。
重

成
夫
人
は 

重
成
家
門
を
出
づ
る
と
共
に 

激
励
の
遺
書
を
置
い
て
自
害
せ
り
。

貞 て
い

烈 れ
つ

長 と
こ

し
へ
に
爾
後
人
を
感
動
せ
し
む
。 

 

昭
和
八
年
十
一
月 

 
 
 

不
空 

平
眞
銕 

謹
記 

○花
○押 
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◇
現
代
語
訳 

木
村
長
門
守
重
成
公
は
木
村
常
陸
介
重
茲
の
子
供
。
母
は
豊
臣
秀
頼
公
の
乳
母
で
も
あ
り
、

木
村
重
茲
公
は
、
関
白
豊
臣
秀
次
公
が
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
際
、
秀
次
公
に
倣
い
茨

木
市
大
門
寺
に
て
自
害
し
た
。
重
成
公
そ
の
時
は
お
む
つ(

襁
褓)

の
取
れ
な
い
幼
子
で
あ
っ

た
。
母
の
右
京
太
夫
は
そ
の
子
を
抱
え
、
近
江
の
地
に
難
を
逃
れ
た
。
そ
の
後
事
情
が
あ
っ

て
、
秀
頼
公
に
仕
え
た
重
成
公
は
「
長
門
守
」
の
武
将
官
位
号
を
頂
い
た
。
重
成
公
の
大
坂

城
内
の
振
舞
い
は
若
い
時
か
ら
有
名
で
、
秀
頼
公
も
頼
も
し
く
思
っ
て
い
た
。 

慶
長
十
九
年
（
１
６
１
４
）
大
坂
の
冬
の
陣
が
起
こ
る
と
、
城
東
区
今
福
、
鴫
野
で
東
北

勢
の
上
杉
景
勝
隊
や
佐
竹
義
宣
隊
と
激
突
し
、
初
陣
な
が
ら
も
そ
の
勇
猛
果
敢
な
戦
い
ぶ
り

は
大
坂
城
で
大
変
称
賛
さ
れ
た
。
和
議
が
な
る
と
、
秀
頼
公
の
使
命
を
受
け
て
、
単
身
家
康

の
陣
営
に
行
き
、
そ
の
振
舞
い
が
余
り
に
も
堂
々
と
し
、
し
か
も
節
度
あ
り
、
家
康
公
を
囲

む
歴
戦
の
武
将
た
ち
も
感
心
し
讃
え
た
。 

翌
年
の
慶
長
二
十
年
（
１
６
１
５
）
夏
の
陣
が
始
ま
る
と
重
成
公
は
四
千
七
百
の
兵
を
率

い
て
若
江
に
至
り
、
徳
川
方
の
藤
堂
高
虎
隊
の
右
翼
隊
と
激
戦
し
、
そ
の
隊
長
の
藤
堂
新
七

を
倒
し
、
玉
串
川
の
ほ
と
り
に
至
っ
た
時
、
高
安
を
出
発
し
道
明
寺
に
向
お
う
と
し
て
い
た

徳
川
方
の
井
伊
直
孝
隊
と
会
し
た
。
そ
の
井
伊
隊
の
先
方
隊
を
も
数
回
に
渡
り
壊
滅
さ
せ
た
。

し
か
し
、
重
成
公
は
、
さ
ら
に
徳
川
勢
最
強
部
隊
の
井
伊
直
孝
隊
の
本
陣
を
狙
い
、
死
を
顧

み
ず
長
槍
を
取
っ
て
馬
に
跨
が
り
突
撃
し
、
直
孝
直
々
の
家
来
の
庵
原
助
佐
衛
門
と
戦
う
も
、

遂
に
討
た
れ
落
馬
す
。
安
藤
長
三
郎
が
そ
の
首
を
取
っ
て
家
康
公
に
渡
し
た
。
重
成
公
齢
二

十
一
才
。 

 

重
成
公
、
大
坂
之
陣
の
時
最
年
少
に
し
て
豊
臣
方
七
人
衆
の
一
人
と
し
て
軍
営
会
議
に
参

加
。
そ
の
態
度
は
落
ち
着
い
て
い
て
物
事
に
動
じ
な
く
、
肝
が
据
わ
っ
て
い
て
翁
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
容
姿
は
極
め
て
美
男
子
で
、
気
品
に
溢
れ
、
度
量
の
大
き
い
人
物
で

あ
っ
た
。
こ
の
夏
之
陣
は
最
初
か
ら
生
還
で
き
る
と
は
思
わ
ず
、
出
陣
に
際
し
、
甲
冑
の
下

に
は
、
母
の
小
袖
を
着
、
頭
髪
に
は
伽
羅
と
い
う
香
木
の
香
り
を
付
け
、
大
坂
城
を
発
っ
た
。

家
康
公
の
陣
で
の
首
調
べ
の
時
に
は
そ
の
香
り
が
辺
り
一
帯
に
蔓
延
し
、
家
康
公
が
つ
く
づ

く
感
心
し
て
褒
め
讃
え
た
の
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
重
成
公
夫
人
は
、
大
坂
城
内
の

重
成
公
の
邸
を
出
る
の
を
見
と
ど
け
、
自
ら
を
も
奮
い
立
た
せ
て
遺
書
を
遺
し
自
害
し
た
。

そ
の
貞
操
観
の
素
晴
ら
し
さ
は
長
く
後
々
の
人
々
を
感
動
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

※
木
村
重
成
公
は
、
大
坂
城
か
ら
討
っ
て
出
て
戦
死
し
た
豊
臣
方
唯
一
の
家
臣
の
武
将
で
す
。
真
田
幸
村
を
始

め
五
人
衆
は
皆
牢
人
衆
で
す
。
淀
君
と
秀
頼
公
と
大
野
治
長
は
大
坂
城
で
戦
死
し
、
大
野
治
房
は
大
坂
城
を
出
て

戦
闘
し
た
が
大
坂
城
に
戻
っ
た
等
々
、
諸
説
が
あ
り
最
期
は
不
明
で
す
。
歴
史
的
に
は
大
坂
の
陣
は
「
大
坂
の
役
」

と
い
わ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
内
乱
、
合
戦
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
坂
夏
之
陣

は
重
成
公
の
大
坂
城
出
陣
と
そ
の
戦
死
に
よ
っ
て
、
戦
国
の
最
後
の
戦
（
い
く
さ
）
と
定
義
付
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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